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る
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に
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に
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（
そ
び
）
ゆ
る
山
々
は

御
嶽
、
乗
鞍
、
駒
ヶ
岳

浅
間
は
殊
に
活
火
山

い
ず
れ
も
国
の
鎮
め
な
り

流
れ
淀
（
よ
ど
）
ま
ず
ゆ
く
水
は

北
に
犀
川(

さ
い
が
わ)

、
千
曲
川
、

南
に
木
曽
川
、
天
竜
川

こ
れ
ま
た
国
の

固
め
な
り

３木
曽
の
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に
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木(

ま
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り
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訪
の
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う
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に
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魚(
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し

民
の
稼
ぎ
も
豊
か
に
て

五
穀
の
実
ら
ぬ
里
や
あ
る

し
か
の
み
な
ら
ず
桑
と
り
て

蚕
飼(

こ
が)

い
の
業(

わ
ざ)
の
打
ち
ひ
ら
け

細
き
よ
す
が
も
軽(

か
ろ)

か
ら
ぬ

国
の
命
を
繋
ぐ
な
り

４尋
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ま
ほ
し
き
園
原(
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の
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や

旅
の
宿
り
の
寝
覚
め
の
床

木
曽
の
桟(

か
け
は
し)

架
け
し
世
も

心
し
て
行
け
久
米
路
橋

来
る
人
多
き
筑
摩(

つ
か
ま)

の
湯

月
の
名
に
立
つ
姨
捨
（
う
ば
す
て
）
山

知
る
き
名
所
と
風
雅
士(

み
や
び
お)

が

詩
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し
い
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に
詠
み
て
ぞ
伝
え
た
る
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ひ
）
将
軍
、
義
仲
も

仁
科
の
五
郎
、
信
盛
も

春
台
、
太
宰
先
生
も

象
山
、
佐
久
間
先
生
も

皆
こ
の
国
の
人
に
し
て

文
武
の
誉
れ
た
ぐ
い
な
く
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と
聳
え
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世
に
仰
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川
と
流
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尽
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日
本
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た
ま
と
た
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嘆
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碓
井
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す
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）
山
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つ
隧
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と
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十
六
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に
も
越
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車
の
道

道
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に
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び
な
ば
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の
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に
や
劣
る
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き
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山
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の
秀(
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で
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る
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